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顕微鏡下の着意

この顕微鏡下の砦看のシリｰズでは3曲遂号前(工87

1蝸場)に中生代の流紋岩とく紀その溶繕凝灰岩

についての解説がのせられた呈ここではそれの繰返

しになる部分も多いことをはじめに許していた想いて

溶結凝灰岩の鏡下の性質について書いてみたい｡

最初の塚翼①は溶結凝灰岩のもっとも本質的な特

徴のガラス破片が変形1接着している状態を淡くみせ

ている彗この写真の説明はあとに裏わすことぽして

ごのように溶緒する前の五?五つのガラス破片一一ガラ

ス火山脈一一とはどんなもの想ううか.算箆②はス

テレオ撮影によるガラス火山庚の写真である曲

解説狐欝鋸葡鐙影獲熟議鄭薄抹鯉燦縫藤芳港

地下の液体淳グ淳瞭隠は簿発機成分(お柵ど氷)が

詮はこんでい繍婁繕縞作踊⑫進狩宥グ球の止興な婆

滝籔り想外腿籔り愁蒸気燈鳶滴くなれば妨累⑳分離淡

潟きて呼グ㌢の申に泡ができはじめる(これを発泡と

いう)(篤夏鰯)中気泡が多量にできた状態で急冷する

と空隙を多く含んだ凄塞周騒の液体は固漢ってガラス

となる仙

軽荷1ス鴛リアなどはこうしてでき花岩石である昔

よく発泡じ淀軽有の薄片(導翼③)をみるとその容積

のほとんどは気孔で岩看の実質はわずか紀気孔と気

孔のあい淀の壁の部分しかないのかわかる｡もじさ.

ら紀それぞれの気泡が成長をつづければ泡ととなり

の泡とは連絡する,つ護り泡をへだてていた壁は

そこで切断謹れでがげらとなる.第五回｡のように

気泡秘球形紀近ければ壁の厚い労ラス破片&なる淀ろ

う昔ガラスの粘性か低くて篤五回Dのように気泡

添多繭体形になる漢で膨張すれば(水醐びり上げて作
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る｡軽石の繊維状構造とか絹糸施択はこの管状の

気泡ぽ攻るもの芯蕗叡

マグ呼然急激紀発泡しは篶める&写真②のような至

個の淘程度の対繊のかげらから泡を花くさん含なも

っと太慈い液体嚇吹蜜り一転宥一漢でいろいろの寸

法の破兇秘で慧る怒るう由液体亨グ呼中悠緕麟(斑鯖)

が晶陶じて浮いていた些沸るおその緕縞も液体あ一緒

に地表ぽ勉出窓れる佃濠花爆発1はって周囲紀あ

った既熔顧劔花砦看赫破砕凄れればそれは砦宥の掬ば

った破片となる潜る多租慧⑳澄うに火山灰といりて

もガ受ス破片1緕縞芹1堵看破片など添あるの繊婁

もし火山灰のなか紀上悠述べたよ夢な特徴的な卵形の

外縁をもつ恋⑱彪繊帖管状1繊維状のがヲ祭片添多

量に奮蜜れでい机ばそれはこの堆積物瀦液体球グ㌢

カミ主役想り花滑動の産物で齢るごをの証拠塁な私犀

籔療

々仏

､一人

第1図

気泡の成長とガラス火{灰の生成

都暮.鱗刈､馳蜘め繊綾部分

離饗してい扱い鎌形の気滋がついている

糊ζガラ夙片がなく岩石の角礫状の破片ばかりしか入､

汐ていないものはガス爆発の産物である可能性が多い.

簿翼④は軽石をかるく粉砕してその中の結晶を集め

花ものである曲結晶のまわりに泡だったガラスの衣が

ついているのがよく見えている,中央1左下などには

管状の気孔をもりた労ラス片もみ走る由ζ卿簿輿は

軽有を粉砕したいわば人工の火山灰であるが自然の

写真⑬軽孫(繁麟璃絢葛晩)

及鰍一道爽雛瀦

膚上準1妻球鰍迂搬噴滋崖下準はやや繊維榊このぴた気泡とそれをきる大形の球形

の戴繊嶋濠義､積上鰍重科畏濁斑罷
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粉砕作用である爆発でも

きている.

まったく同じようなものがで

こうしてできた火山灰･軽石などがガスと混食し混

合物全体が一種の流体として地表に沿って流れる現象が

火砕流である.ガスが滑剤となっているのでこの流

体(混合物)の全体としての粘性は非常に低い.つ漢

り流れる速度がはやいので計算ぬよると運動しそ

いる短時間のあいだに失われる熱鐘は意外に少ないら

しい.そのため火砕流の楼がぽは運動性を失って

静止したときも凄花かなりの高い濃度を保っているも

のがある｡化学の実験室でするガラス細工で知ってい

るようにガラスは高い湿度ではカを加乏ると塑性変

形をする｡火砕流が停止してそれまで火山灰のそれ

写真④

軽石かもの分離縞最

舶⑩一義火襟滅

鰭晶1こ1嚢ガラスの滋のあとか

み象る
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それの粒子のあい鶯を離していたガスが上へ抜け出てし

まうと火山灰同士然接触するようになる｡ここで各

ガラス粒子秘荷重を支免る想はの強慈(剛性)をも危な

ければ変形してつぶれて行く｡もとのガラス火山

灰1軽石は空砲を含み凹形の不規則な外形の毛のもあ

るのでそれらがはじめに累積したときはフカフカし

た大変に空隙の多いものだるう｡それから出発して

ガラスの塑性変形はよ刃て空隙をへらし上下方向に圧

縮してゆく遺穣を溶緕(鍛工出㎎)あいう｡したがっ

てこの変形はふつう圧縮方向に簸直な踊平化である､

壕姦⑤は溶結の初期の状態を示すもので各ガラス破

片はやや扇準化し擦触繭も広くなりているがガラス

片のあい想には婁だかなりの空隙か残されている(比重

から諦算した空隙率は約蛎%)｡それにくらべて最

初にあげ花写真⑪では各ガラス破片は全く密着し空隙

は残されていないようぽみ走る｡ζれは溶緕の最終段

階k近い仙泰実こ⑳岩石は肉眼では全く均質1綴密

な黒曜岩で火砕砦らしい破片構造は星dこもみ免ず

薄片をみ扱げれば溶緕凝豚岩とは到底思克ないものであ

る.写真①ではガラス破片にYの字を横にしたよ

うなあるいは音叉を横にねかせたような形のもの添

いくつかみ走るがこれが写真②や第王図ClDのY形

のガラス破片の変形した1ものであることはいう蜜でもな

い.このように扁平化したガラス破片が多くみつか

ればそれは高温の塑性変形の産物すなわち溶結凝灰

岩としてよいだろう､ガラスの粘性は間じ化学紙成

壕翼⑧は溶結の程度か写真①と⑤との中間の状態にお

るもの恋労ラ浅破片の変形は著しく扱いか平行構遺

は明瞭で空隙率も少なくなりている宕軽荷片紀ばつ

蓄簑じ潅繊維構鐙淡みられるが'ζ拠は欝状の気恥淡蜜

怒宛全樽戴つぶれでいないζ&を示してい為.

蟻翼⑳は溶繕淡も繊些も進ん芯状態の五例鷲齢る｡

この写糞怒はでは一兇斑縞あ省ノリ黒を含ん怒労茅洪

質の溶砦が⑳よう終屍蒐る｡しかし饒循拡大してみ

篇鐙鶴繁簡)②では均質にみ克柁基質の減茅浅に

籍じく編乎化し花破片構造淋杓ずがぽ規定てくる,

塗体当しては氷乎⑳梁行構造秘宥上帝左下の岩片1繍

晶の近くではそ狐を敢巻い叉流れる沸線の攻簑ぬ屈繊

じている､&く縫浅意をひくこと獄岩片1緕騒の崖

宿の部分怒は整質淋涛れ心よう牝濃色あな蔓ζζで

は減茅潔破片⑳形淋値の部分泣りもよく銘免馬こ&でお

る｡{岩片1緕縞秘袋形しないで荷藍をうはている稔め

熔崖宥の隣鞍部分で絃ぽ力炉少なく変形淡少節穴あ

,を示している生その翻分総けが濁り丈屍免るのは｣そ

こにガラスの結晶化(脱ガラス化)がおきているからで'

潜る｡ガタスの緕轟化については次剛ζ述べよう｡

写糞働

鰯溝繕の簿績凝腿鐙

激鋤一連災騨流
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最後にここで使用した薄片について簡単にふれてお

く.ガラス質で亀裂の多い溶緒凝灰岩や空隙の多い

軽石などは薄片をつくるのに厄介なものの五つである再

岩石中の空隙はカバｰグラスをかけるときに気泡のも

ととなりやすいし研磨中に塵が入って兇苦しくなる｡

それで多孔質あるいは脆い岩石の場合には岩石片を

スライドグラスに貼付ける前にバルサムで焼園めて空

隙を埋めておかねばならない｡バルサム獄焼遇ぎると

茶色に着色して仕上り後に笛か残るので浅意を要する.

焼固め前ははよく洗って空隙に入っ花粉塵を除く､超

音波洗浄機があればそれで数分洗うのがもっともよい.

カバｰをかける前記も空隙の部分のバルサムはすりこ

まれている塵をブラシと宥鹸水で洗い去る｡

写輿④の薄片は軽看帯の緕鯖の容量測定のために作

っ花ものである｡スライドグラスの上にバルサムをと

かし是れ紀試料の結晶細片をふりかけ針で練りあわ

せて均等組分布奏せた上で固着させる.したがって

緒轟のスライドグラスに師吹側は研磨してない自然表

繭の漢まなので結晶繭のレリｰフやガラスの衣祁昆え

ているのである｡

薄片の写真はこのシリｰズの他の写真と同様紀二

㌶ン万能投影機によっているが写真②のみは深い焦

､轍深度を並外劾果の強調のため1ご皿コン呼ルチフ赤ト

撮霧機を使用した｡ステレオ写真については麻局地

質部松野久也技官にいろいる教えていただいだ

(繋翻ま鋤質翻･研究企簡官付1特磯技術課)

写真⑳

激く溝繕篶怒溶緒凝豚緒

及蜘一義火砕滅
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写真⑧

写真⑫の左下部の拡大
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